










1.はじめに 

愛育研究所第 12 プロジｴクトチームでは、目下我国において潜在的に深刻化してきている

家族の「きずな」の失調という問題(離婚原因の問題)について、愛育相談所の来所事例の

検討を通して、その対応策の一助とすべく研究を行ってきた。本 2事例は、当初いずれも

子どもの情緒障害をとりあげた主訴によるものであったが、相談が進行するにつれて基本

的な母子関係に問題があることが明らかにされたものである。本年度は母子関係の問題内

容に視座をおいて考察をすすめることにしたい。そして、本研究は更に包括的な家族機能

へと視点がおかれることになるのである。すなわちこのような母子関係の不全と共に、両

親が子どもとのかかわりや認知を共通のテーマとし得ない状況が出来、夫婦関係の分離傾

向がもたらされてきていることが予想されるのである。従って母親自身が子どもの相談か

ら、夫婦関係というような問題へと進展していくことになり、この経過において、夫婦関

係悪化の予防、あるいは夫婦の人間関係の本質的な相互主体性をはかることが可能と考え

られるものである。 


